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▲東京在住の版画家、大野隆司さんの作品

久保田  保久 さん音楽プロデューサー

音楽づくりが人生の生きがい

     音楽・
リズム特集
歌や音楽、ダンスは、私たちの生活に常に身近な存在です。プロの演奏家やピアノ講師などの職業にする
人もいれば、好きな音楽を聴くことが趣味、癒し、ストレス発散、そして高齢者のリズム体操など、生活の
中に音楽を取り入れることは脳や心身へ良い効果が得られると科学的にも証明されています。
今回は、地域で音楽活動に取り組んでいる人たちにインタビューを行いました。

内外太平町内会にお住まいの久保田さんは、音楽業界一筋の経歴の持ち主。
昭和44年に東京のレコードメーカー「アポロン」に入社し、退職後、地元に戻っ
て「ミュージックワークス札幌」を立ち上げ、80歳の現在まで音楽関連業務を行っ
ています。これまで約30曲の演歌や歌謡曲を手掛けてきた他、昨年は「宗谷本線」
（唄北野都）を制作。「JR がなくなってしまうので、せめて歌で残してあげたい」
との思いでつくったそうです。
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太平中学校 吹奏楽部

インタビュー 1

インタビュー 2

音楽の楽しさを伝えたい

太平中の吹奏楽部はこれまで地区のコンクール
や地域の音楽活動に積極的に参加してきた伝統校。

それがコロナ禍
で3年間思うよ
うに練習も出来
ず、発表の場も
限られ、部員は
半数に減少して
しまいました。
それでも地道に
活動を続け、今

年は3月の定期
演奏会を皮切り
に、コンクールも金賞を目指して頑張っています。
顧問の大坂慧悟先生と西岡舞香先生の共通意識は
「生徒たちに音楽が好きでいてもらいたい」とい
うこと。そのために、音楽理論や協調性などの指
導を大切にしながら、楽しく部活動が続けられる
ようにしています。
30名の部員たちは若い先生方とともに、太平中
吹奏楽部の伝統を受け継ぎながら、日々練習に励
んでいます。

▲（左から）重田部長と佐々木副部長。それぞれの楽器を持って

▲（左から）大坂先生と西岡先生

自分の仕事だけではなく、地域貢献にも熱心で、
平成16年には札幌北警察署とタイアップして「防
犯レンジャー札幌北署」の歌をつくりました。子ど
もたち数人が歌う防犯の歌をパトカーがスピー
カーで流して啓蒙活動した結果、なんと1年間で
650件もの犯罪が減少！全道一位の減少率として、
北警察署長から「多くの人々に親しみを与え、地域
の安心安全なまちづくりに貢献した」と感謝状が贈
られました。
北海道はこの頃、12年連続交通死亡事故ワース
ト1だったため、その汚名を返上するために、翌平
成17年、「ストップレンジャー　みんなの命守り隊」
の歌を制作。道警本部交通課で交通安全ソングと
して採用され、道警のロビーで歌を流し続けた結果、
翌年にはワースト1位の脱出にも成功しました。
久保田さんの地域貢献にはこれだけにとどまりま
せん。地元「内外太平町内会」のために「理想（ゆめ）
の町音頭」の作詞作曲を手掛けました。

ここは北国北海道　石狩平野のド真ん中　
未来かがやく札幌の　北に広がるこの町は
住みよい・人よい・華のある　内外太平町内会
サァサ皆さんご一緒に　春夏秋冬年重ね
シャンシャン手拍子　理想（ゆめ）の町

日本全国の町内会として、町内会の歌を持ってい

るのは非常に珍しく、大きな注目を集めました。こ
れに地元の日本舞踊の先生が踊りの振り付けをし、
おそろいの浴衣をつくって、連合町内会や町内会の
お祭り、病院の慰問などで毎年踊り続けました。
久保田さんは「地域に愛着の持てる歌をつくりた
いと思った。助け合いの心や故郷としての明るい町
内会をイメージした詞にした」と当時を振り返りま
す。
こうして、作詞作曲に力を入れる一方で、実は
FMおたるのパーソナリティも務めている、多才な
久保田さん。毎週土曜日11：00～ 13：00、「く～さ
んの土曜にはいちばん」と題して演歌、歌謡曲をメ
インにした番組を担当。また、同じく土曜日18:00
からの1時間は「歌謡酒場」「青春グラフィティ」と
題した番組を担当しています。
「80代の青春を生きている。音楽に囲まれて毎日
が楽しい。ヒット曲をつくるために、今年も全力投
球です」とまだまだ活躍を伺わせてくれる久保田さ
んです。
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キッズダンスMＩＮＴ

インタビュー 3

ヒップホップで
リズム感覚を身につける

子どもたちの間で人気のダンスといえばヒップ
ホップ。「ミント」は太平百合が原地区センター他2
会場で約80名の小中学生が通っています。講師は
中田涼音さん（18）。今シーズンは大学受験の合間
にも休まず指導していたというから驚きです。ミン
トの代表を務める涼音さんのお母さん、中田さんが
「M（みんな）I（いつでも）N（仲良く）T（楽しく）
の頭文字がミントの特徴」と言うように、アットホー
ムな雰囲気の中で互いに切磋琢磨しています。
また、年に数回舞台発表の場もあるため、子ども
たちのモチベーションも維持されます。ただ今、新

インタビュー

お祭りで友達が舞台の上で踊っている
のを見て、自分もやってみたい！と思っ
て 1年生から入会しました。

Q　始めたきっかけは？

ずっと続けてもっと上達していきたい。ま
だ先のことだけど、中学生になっても部活と
両立させて頑張っていきたいです。

Q　今後の夢は？

コツがわかってからは、どんどん出来るよう
になっていくのが嬉しかった。ヒップホップは
動きが大きくてテキパキしているので、それが
カッコよくて楽しくて続けられています。

Q　3年間続いた理由は？

三住心春ちゃん
（太平小学校 4年生）

みすみこはる

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

重田さん：コロナの真っ最中に入学して、部活動は休止、合唱や器
楽演奏もはばかられる状態だったので、2年生は今9人しかいません。
活動を再開できたらすぐに演奏ができるよう家で楽譜を読んだりし
ていました。

Q　昨年はコロナ禍で発表の場も少ない中、
　どうモチベーションを保ちましたか？

重田さん：私が部長で良かったと思われるよう、部長として、
人として模範的になれるような行動をしていきたい。
佐々木さん：重田さんを支えながら、全体で演奏技術を上
げていけるように下級生たちをしっかり引っ張っていきたい。

Q　今後の抱負は？
佐々木さん：すでに3～4回発表の
場があり、大勢の前で演奏できたの
は初めてで、自分たちの練習の成果
を見てもらえて嬉しかったです。

Q　今年の活動は？

副部長の
佐々木さん

吹奏楽部部長の
重田さんと

規会員大募集！初心者でも楽しく踊れます！見学・
体験に来てみませんか？

毎週
木曜

090-9082-0464
（代表中田さん）

太平百合が原地区センター集会室

活動
日時

問い
合わせ

場所

18：00～19：00（初級）
19：00～20：00（中級）

▲HPはこちら
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伝統行事
「烈々布獅子舞」
の獅子取り

インタビュー 4

▲小学１年生の頃

▲現在の４人。指導者の熊木さんと

▲神・太田組
  （キョウブリの舞）

◀高田・松村組
（サッサイの舞）

烈々布獅子舞は、明治34年に現在の百合が原公
園の辺りにあった「烈々布天満宮」に奉納したのが
始まりで、以来、篠路神社に合祀された後も120年
間奉納されてきた地域の重要な伝統行事。
獅子舞の獅子とは、邪気を払う魔除けの霊獣で、
その獅子を勇ましく操る少年を「獅子取り」と呼び
ます。獅子取りは6年に1度しか選任されず、新小
学1年生になる子が指名されると、6年間の任期を
全うしなければなりません。
現在の獅子取りは、4月で6年生になる神奏汰く
ん（篠路小）、太田悠貴くん（百合が原小）、高田匠
くん（あいの里東小）、松村育翔くん（栄東小）の4名。
獅子取りは棒を回しながらダンスのような足さば
きで獅子と息を合わせるため、1年生の時はとにか
く覚えるのが大変。指導者の熊木さんは「この子た
ちは練習も一生懸命で、覚えも早く、素直に頑張っ
てくれた素晴らしい世代だった」と言います。4人
も誰一人として途中で辞めたいと思ったことはない

と言い、「伝統行事の意味を知ってからはより責任
感が生まれた」と話しています。今年はその獅子取
り最後の年。10月に篠路神社で奉納されます。
「名残惜しい」「友達と会えなくなるのが寂しい」
と話す子どもたち。最後の晴れ舞台、どうぞ皆さん
も応援してください。
烈々布獅子舞保存会では会員募集中！お問い合わ
せは751-2056（熊木さん）まで。

たいゆり通信はこの
2023 年 3 月号をもって一時休刊します。ご購読く
ださった地域の皆様、ありがとうございました。

たいゆり通信からのお知らせ

お得なシニア割引も

「地域見守り隊」あんぜん・あんしんパトロール運動に参加しています。

乗務員募集中!
７７１-２６３２まで

札幌市北区百合が原4丁目10番8号
アカツキ交通株式会社

タクシーの
ご用命は 771-6000

771-2631☎011-

な な いろ む せ ん

車いす介助ケア快適輸送♪
観光ハイヤー 商用貸切

65歳以上の方に限り
1回の乗車料金の10％を割引


